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ご生誕の家	 中山家跡に残る産屋	

「明治天皇陛下最近の御聖影」 
『御大葬写真帖』（大正元年 9月 22日発行）より 

「観兵式」 



 

明治天皇年表	 （中山忠能家との関係など）	 	 	 	 	 	 	 	  
（4月 13 日）中山忠光生まれる。中山忠能の 7男。母は平戸藩主松浦氏

	

 

	

 

 
（3 月 27 日）水戸天狗党の乱	 水戸藩の尊攘派天狗党が筑波山に挙兵。8 月 18 日の政変で尊攘運動が挫折すると、天狗党の藤田小

四郎らは幕府に攘夷の実行を促した。	

（8 月 20 日）禁門の変（蛤御門の変）。前年の 8月 18 日の政変により京都を追放されていた長州藩勢力が、会津藩主・京都守護職松

平容保らの排除を目指して挙兵。御所の西辺	 蛤御門で衝突。京都市中で市街戦を繰り広げた事件。京都市中約 3万戸が焼失。長州

藩は敗北。尊王攘夷派は真木和泉ら急進的指導者の大半を失う。長州藩は朝敵となり第一次長州征討が行われることになる。中山忠

能は、長州藩の動きを支持し、復帰を考えていたが禁門の変の失敗で孝明天皇の怒りを買い出仕停止となる。 
（12 月 25日）孝明天皇崩御（35 歳）孝明天皇の死に伴う大赦によって、中山忠能処分解除。	

（7 月 20 日）将軍家茂は、長州再征の途次、大坂城で病死。21歳。 
（1月 9 日）明治天皇	 践祚（せんそ）の儀。（皇位に即くこと）於	 京都御所。（満 14歳） 
中山忠能	 将軍徳川慶喜追討の勅書である討幕の密勅を明治天皇から出させることに尽力。その後、岩倉具視らと協力し、同志の長

老として王政復古の大号令を画策し、実現。政変後議定に就任。 
（10月 14日）征夷大将軍・徳川慶喜	 大政奉還を奏上（倒幕の大義名分を消滅させるためか？） 
（11月 15日）明治天皇	 大政奉還の奏上を勅許。 
（12月 9日）王政復古の大号令。新政府樹立を宣言。中山忠能小御所会議の司会を務める。同会議で徳川慶喜の辞官納地決定 
（1月 3日）鳥羽伏見の戦い。旧幕府方挙兵。鳥羽伏見で薩長軍と交戦。戊辰戦争の発端となるが、旧幕府軍大敗。翌年 5月まで続
く戊辰の役（鳥羽伏見の戦い、上野の彰義隊の戦い、会津戦争、箱根戦争）の発端となる。（明治 2年 5月まで） 
新政府軍は有有栖川宮熾仁親王を東征大総督に任じ、大坂から江戸へ撤去した旧幕府勢力を追って、徳川追討の軍を起こす。 
（1月 15日）明治天皇元服。 
（2月）薩長両藩を主力とする諸兵が、東海道、東山道、北陸道に分かれて進発。慶喜は恭順の態度をとって謹慎。勝海舟を通じて
交渉し、助命と引き換えに江戸城開場を約束。 
（3月 14日）五箇条の御誓文を発布。新政府の基本姿勢を表明。（8月 27日）明治天皇	 即位の礼。 
（6月 17日）版籍奉還の上表を勅許。英国王族（ヴィクトリア女王の子	 アルフレート訪日。明治天皇と会談。その後、明治 12 年
アメリカ大統領経験者	 ユリシーズ	 グラント、明治 14 年ハワイ国王	 カラカウアら訪日。（外交） 
中山忠能	 王政復古の功により賞典禄 1500石を永世下賜される。 
（7月 14日）廃藩置県。中央集権体制確立。 

（1月 1日）太陽暦を使い始める。 
明治 6年政変。征韓論に端を発した政変。明治天皇、勅旨を出して西郷隆盛の朝鮮派遣を中止させる。 
自由民権運動〜8年（1875年）。明治天皇「立憲政体の詔」を発する。（これ以降、立憲制に対応する諸制度を創設）	
中山忠能華族開館の設立に尽力、御歌会式取調係、柳原愛子（大正天皇）生母のお産御用掛。大正天皇の御用掛を担当する。 
（5月 14 日）中山忠能	 大勲位菊花大綬章を受賞。（6月 12日）中山忠能	 亡くなる（80歳）。 

明治天皇	 大日本帝国憲法公布。（立憲君主制国家の確立） 
（10月 30日）教育勅語。 
明治天皇	 イギリス、アメリカなどの各国との不平等条約を改正。（対列強政策） 
（7月 30 日）明治天皇崩御。（61歳）。（9月 13日）大喪の礼。於	 東京・青山大日本帝国陸軍練兵場（現在の神宮外苑） 

（日付は明治 4年までは旧暦で表記） 
 


